
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８５％
以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに，授業実践を行う。また，校
内研究及び学力向上対策委員会による取組のより一層の推進を図
る。 A

・「学力向上対策評価シートの共通実践項目を意識して授業に取り組んでい
る」のアンケートで，「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」が100％で
あった。互いの授業参観や学年会など<教員同士が情報交換を行いながら，授
業指導力向上に努める。 A

・各自の学力向上対策評価シートの意識化や校内研究の授業研究会を通して，
教師自身が授業改善に積極的に取り組んだ。マイプランの成果指標を達成した
教師が88％であった。
・学力検査等の結果を校内研修で共有し，成果や課題の整理を行い，来年度に
向けての取組の推進を図った。

A

・授業参観では，全クラスの児童が落ち着いた学習態度で集中
して授業を受けている。学習環境の整備などが見られ，全職員
が共通理解のもと，学校教育に取り組んでいる。

学力向上コーディネーター
研究主任

〇学習内容の定着に向けた「わかる授
業」の実践と授業改善

〇「授業中，めあてを持って学習し，学
習した内容を振り返ることができている」
と回答した児童80％以上

・「学力向上対策4つの取組」リーフレットを踏まえ，「授業づくり1,2,3」を
活用して，全教科において，めあてを提示し，学びの振り返りを設定す
る。
・学力向上たよりを発行し，保護者の理解を得る。 B

・「授業中，めあてを持って学習し，学習した内容を振り返ることができてい
る」のアンケートでは，「よくあてはまる」22％，「だいたいあてはまる」
46％であった。児童がより目当てや振り返りを意識できる授業展開の工夫が必
要である。
・「分かる授業」への取組では，｢よくあてはまる」「だいたいあてはまる」
をあわせると，保護者は84%，教職員100％であった。保護者の理解，関心，協
力を得るためにも，学習内容や足跡がわかるよう，より一層，情報を発信しな
がら取り組んでいく。

A

・学習状況調査やＣＲＴ学力検査等のやり直しや補充学習等を行い，学習内容
の定着化を図った。
・「西部型授業」を意識したことにより，「めあてや振り返りを意識した学
習」のアンケートでは，「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」が76％と
中間評価より，８ポイント高まった。
・保護者に対し「わかる授業に取り組んでいるか」のアンケートでは，94％が
おおむねなされていると回答し，中間評価よりも10ポイント向上した。

A

・家庭学習の内容や学力定着のための復習など，意図的，計画
的に行われていると感じる。
・「めあてや振り返りを意識した学習」については80％を目指
してほしい。

学力向上コーディネーター
研究主任

○読書活動の充実・発展 ○図書室からの貸出冊数について、前
年比10％増とする。

・　図書室だよりでの啓発や家庭での自主学習における読書の推奨を
行う。
・　図書室、読書への関心を高めるため、子供の意見を取り入れた図
書の整備を行う。

C

・児童が関心をもつことができるような図書の選定や購入，図書室の環境整備
を行ったが，図書室からの貸出冊数が前年比より30%減となった。児童自身の
読書に対する関心は82％と高いため，図書室への来館の機会等を増やし，より
児童が本に触れるよう計画していく。

B

・児童希望による新書購入や市民図書館からの協力による図書の整理を行うこ
とで，読書への興味関心を高めることができた。
・図書館便り等を活用し，家読の推進を図った。今後は実施状況を把握し，
「おすすめの本」等の紹介をより一層行い，保護者の意識化を進めていく。
・貸し出し冊数については，図書館整備や貸し出し可能冊数の減少により，前
年度比より，30％減であった。コロナ禍より図書室利用を制限したが，今後は
空き時間の活用などにより，貸し出し冊数の増加を図る。

B

・低学年は本への興味も高いため，，高学年への興味関心を高
める工夫をしてほしい。
・学校よりも家庭での読書習慣を付けさせていけるよう協働し
た取組をしていく。
・コミュニティーセンターからの「おすすめの本」紹介など，
地域からも読書の奨励をし，本に触れる機会をより多く作って
いく。

各担任
図書館教育担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童80％以上

・ふれあい道徳や道徳に関するアンケートを実施する。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修等を実施する。

B

・ふれあい道徳の実施や学校便り等を活用し，保護者への啓発を行うことがで
きた。また，人権･同和教育等の資料を紹介し，授業実践にいかすことができ
た。
・アンケートでは，85%以上の児童が思いやりや公正・公平などの道徳的価値
について理解し，意識している。今後は，実生活等でより行動として現れるよ
う指導していく。

B

・道徳的心情を意識し，日常生活での実践へとつながる授業実践の充実に努め
た。
・道徳に関するアンケートにおいて「命の大切さ」や「公共心」に対する児童
の意識は90％以上であったが，「正義感」について70％であった。
・学校便り，学級通信等を活用し，保護者への情報発信をし，理解を図った。 B

・道徳的心情を育む教育活動はよく実践されていると感じる。
・地域においても，特に「正義感」が高まるように取組を行っ
ていく。

道徳教育推進教師

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇教育相談及びいじめ防止等について
組織的な対応ができていると回答した教
員80%以上

・いじめ防止マニュアル等にもとづいた未然防止と早期対応による共通
実践を図る。
・教育相談月間の実施による児童理解に努める。
・連絡会及び事例研究会等の開催による情報共有を図り，教育相談だ
よりの発行等により，保護者へ理解を促す。 B

・「いじめ等への対応に組織的に取り組んでいる」のアンケートでは，「だい
たいあてはまる」以上が，教職員100％,保護者78％であった。学校だけでな
く，保護者，地域等が連携しながら事案に取り組んでいく必要がある。
・職員間での情報交換やケース会議等，共通理解に努めることができた。教育
相談について期間を設定し，実践したが，定例のものだけでなく，児童の様子
の変化や学級の状態から，随時，行っていく。

B

・いじめ事案に対しては，教育相談を定期的に行い，早期発見に努めた。傾向
があった際には，複数の職員，さまざまな立場から児童観察，保護者対応を図
り，対応を行った。
・職員連絡会で，「気になる子の報告」を行い，職員全体で未然防止の取組を
行った。
・今後は，保護者と密に情報交換を行い，協力のもと，早期発見，早期対応に
より一層，取り組んでいく。

B

・「学校は，いじめの早期発見，早期対応体制の充実に努めて
いる。」のアンケートでは，おおむね実践されているという評
価であった。学校，地域が同一方向を向いて子育てをしていく
ことを常に考えていきたい。

道徳教育推進教師
生徒指導
教育相談

◎児童が夢や目標を持ち，その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

◎「夢や目標をもって学校生活を送る（4
年～6年）」について肯定的な回答をした
児童（6年生）80%以上

・特別活動を核として，自分の夢や目標の実現を目指して意欲的に取
り組もうとする態度を育むキャリア教育を推進する。
・コミュニティスクールを活用し，学校と地域が一体となった体験活動な
どにより，郷土への誇りと愛着を育む。 B

・「夢や目標をもって学校生活をおくっている」のアンケートでは，「だいた
いあてはまる」以上で，児童(4年以上）80％，保護者73％，教職員85％であっ
た。地域の協力を得ながら体験活動を実施することができ，地域理解や郷土へ
の愛着を持つ機会となった。反面，否定的な回答を示した児童が20%いるた
め，今後は，より自己理解や自己有用感を持つことができる教育実践の機会を
増やしていく。

B

・特別活動だけでなく，道徳の学習や人権教育を通した取組を行い，「夢や目
標を持って学校生活を送る」アンケートでは，児童，保護者とも84％以上で，
中間評価を上回った。
・地域の人材や教材を取り入れた学習内容を計画し，郷土愛や自己肯定感を高
める教育を実践した。
・コミュニティースクールをより一層活用し，児童や保護者の地域への関心を
高めさせていく。

B

・「学校は，児童が夢や目標をもち，その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教育活動に取り組んでいる。」のア
ンケートでは，おおむね良いという評価であった。今後は学
校，地域が協働し，コミュニティースクールとして，より地域
への関心を高めていきたい。

教頭

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツをおこなう
時間が１週間で４２０分以上の児童生徒
６０％以上

・運動の楽しさを実感できる体育の授業づくりを行い，学習との関連付
けにより，運動の日常化を図る。
・縦割り班活動を通し，体を動かすことの楽しさを取り入れた活動を実
践していく。 B

・「体育以外で，一日(土日も入れて）１時間以上運動している」のアンケー
トでは，67%の児童が「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」であった。
ほとんど運動しない児童も16%あり，運動量の二極化が進んでいる。今後は，
運動の機会だけでなく，運動の楽しさを感じさせるなどの手立てを行う。

B

・授業以外で運動やスポーツをおこなう時間が１週間で４２０分以上の児童は
74％であった。
・体育的行事内容を見直し，児童がより一層運動に関わりやすくした。また，
保護者の参加を行うことで，家庭へ運動に対する関心を高めることができた。
・コロナ禍のため，体育的活動の制限があったが，授業形態等の工夫を行い，
児童の運動量や意識向上に努めた。

B

・コロナ禍にありながら「学校は，運動習慣の改善や運動の日
常化のための教育活動に取り組んでいる。」のアンケートで
は，おおむね良いという評価であった。コミュニティーセン
ターの行事等も含め，子ども達が参加できる運動の内容も考え
ていきたい。

体育主任

〇望ましい食習慣と基本的生活習慣の
形成

〇朝食をとって登校する児童80% ・生活状況調査，食に関する意識調査の実施
・保健だよりの発行し，保護者の協力を得る。

B

・毎日朝ごはんを食べている児童は，85％であった。学校における食習慣や基
本的生活習慣に対して88％の保護者が理解している。反面，10%程度の児童
は，朝食を取っていないときがある。児童の実態をより把握し，生活習慣の見
直しや保護者への啓発等も行っていく。 A

・学級活動，家庭科等の授業を通し，朝食についての意識を高めたり，保健便
り等による保護者への啓発活動を実施し，朝食をとって登校する児童が88%，
食生活指導への理解を示している保護者が94％で，中間評価よりも上回った。

A

・「学校は，望ましい食習慣と基本的生活習慣の形成のための教育活動に取り
組んでいる。」のアンケートでは，おおむね良いという評価であった。保険だ
よりなど，朝食についての意識を高める啓発活動がうまくいっているようで，
保護者にも伝わっているようである。

給食担当
食育担当

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定と年休等の取得促進を図る。
・校時程を有効活用し，学級事務・成績処理の時間の確保に努める。

B

・学級事務等が効率的に行われるよう時期に応じて校時程の工夫を行った。4
月から12月までの職員の時間外勤務の平均は，約25時間であった。職員間で差
が大きく，業務の効率化や職員の意識変革に努めていく。また，定時退勤日の
声かけ，遂行，年休の取得促進を図っていく。 B

・校時を見直し，業務に当てる時間を確保することができた。
・定時退勤日の設定をしたり，頻繁に声かけを行ったりして，職員の意識化を
図った。今後も「時間外在校等時間の上限厳守」への意識向上をより一層図っ
ていく。 B

・業務の効率化に関するお知らせ等の情報発信をし，学校の現
状や課題等の理解，校時表の見直し等の改善策についての理解
を得ることができた。 教頭

〇業務改善と環境整備に向けた取組 〇働き方に対する改善が図れたと考え
る教員80％以上

・校務分掌に添った各部会の業務内容，役割分担を見直し，再編成を
図るとともに，適宜，組織の点検，改善を行う。

B

・「働き方に対する改善が図れた」と回答した職員は，「よくあてはまる」
「大体あてはまる」が約73％であった。今後も，学校の実態に応じた組織や業
務内容の効率的な見直し，職員の意識変革，育友会への理解の対策を行う。

B

・校務分掌において，専門部での役割を分担したり，担当を複数にしたりする
などの工夫を行い，職員一人に対する仕事量の減少に取り組んだ。
・「働き方に対する改善が図れた」と回答した職員は，「よくあてはまる」
「だいたいあてはまる」77％であった。業務内容の見直しとともに，地域家庭
への情報発信を行い，保護者の理解を得る手立ても講じていく。 B

・働き方改革について，保護者や地域でもより一層理解を図
る。また，地域で協力体制を整えていくことも必要であろう。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

〇教員の専門性と意識の向上 〇特別支援に関する知識や支援のあり
方が向上したと考える教員80%以上

・個別の支援計画にもとづく支援体制を構築し，校内の連携を図る。
・特別支援教育に関する研修会，ケース会議等を開催し，情報の共有
化を図る。

A

・「特別支援に関する知識や支援のあり方の向上」について，職員の100%が゜
「だいたいできた」以上であった。「個別の支援計画」の定期的な見直しや
ケース会議等を通して，職員間で情報交換を頻繁に行い，児童理解に努めるこ
ととができた。今後は，関係機関との連携をより密にしながら支援体制を整え
ていく。 A

・個別の支援計画を定期的に見直し，職員連絡会やケース会議を通して情報交
換を行い，連携を図った。
・関係機関と連携し，適切な就学相談を行い，職員間で情報を共有した。
・特別支援教育に関する研修会，ケース会議等を開催し，情報の共有化を図っ
た。 A

・児童一人一人に配慮した教育活動がなされていると思う。特
別支援教育について，より一層の理解と協力を地域全体でもし
ていく。 特別支援教育コーディネー

ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究（算数）を中心とした授業実践を通して，学習指導要領に根ざした学びやその指導法，学習過程等の共通理解を図ることができた。成果と課題を明確に整理し，基礎学力の定着と活用する力の育成に向けて，「学び合い」を取り入れた学習活動を実践するとともに，他教科，領域への活用を図っていきたい。
・教育相談や特別支援教育及び個別の支援について，学校全体での体制作りや組織的な対応，職員間での共通理解について取り組むことができた。また，保護者や関係機関と連携を密にとり，協力しながら，その子に合った指導や体制づくりを進めることができた。今後は，専門機関からの指導等を取り入れながら，更に充実を図り
たい。
・地域人材や地域産業，郷土の歴史等を取り入れた教材開発に取り組み，コミュニティースクールならではの教育実践を進めていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究（算数）を中心とした授業実践を通して，学習指導要領に根ざした学びやその指導法，学習過程等の共通理解を図ることができた。より一層の基礎学力の定着と活用する力の育成，および，「学び合い」に対する理論研究，共通理解とそれらを取り入れた授業展開の工夫等，更なる深化を図っていきたい。
・教育相談や特別支援教育及び個別の支援について，学校全体での体制作りや組織的に対応することの重要性について共通理解を図ることができた。また，保護者とのとの連携を密にとり，協力を得ることができた。関係機関と連携しながら，更に体制の確立と充実を図りたい。
・学力向上地域指定事業（算数）での取組を中心とした学び合い活動を他教科，領域に広めるとともに，コミュニケーション能力等，これからの社会で必要な力を身につけさせるための共通理解と共通実践に取り組みたい。

２　学校教育目標 　自ら学び，たくましく，心豊かな児童の育成　　～ 校訓：『 心　きびきび　精一杯 』 ～

３　本年度の重点目標
①「わかる授業」を基盤とした基礎的基本的な学習内容の確実な定着（日常の授業と家庭学習の連動）
②  学校及び家庭の教育力を高める組織的な教育相談体制の確立と個別の支援体制の充実（いじめの未然防止等を含む）
③ 運動の楽しさを実感できる体育学習の充実と運動の日常化(体つくりの奨励等)
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４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上
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●健康・体つくり
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